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今今年年もも春春のの田田んんぼぼづづくくりり。。隅隅田田川川ママルルシシェェささんんととののココララボボレレーーシショョンン    
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会員紹介 

昨年の冬に入会しました。当時同じ保育園に通っていたママさんからの紹介で 

した。富里出身ですが体験してみてこんな自然豊かな場所があるのか、と驚きまし

た。私自身泥だらけになって遊ぶ事を良しとしない方針で育てられたので、息子に

は伸び伸びあるがままに育って欲しい、そういう願いから入会しました。体験から

優しく接して下さり田植えや稲刈り、竹を燃やす作業など普段体験出来ないような

思い出を作ることが出来ています。今では自分から里山行く！と話すほどお気に

入りの場所となりました。昨年の代掻きでは泥の中に入る事を躊躇していたのに、

今年は自ら泥の中を突き進む姿を見て成長を実感しています。私も子供の頃を思

い出し、仕事で疲れていても作業を終えるとリフレッシュした気分で一日を終えるこ

とが出来ます。里山での経験が、息子が大きくなってからも残ってくれるといいなと

感じます。今後、虫も触れるようになるといいなぁと期待しています。 

  

天神谷津の木柵のロープのあたりに見慣れない生きものがいる。ジッとして動かない。 

湿った場所に生えている地衣類、ウメノキゴケのような・・。一見コケにしか見えないこの変な

生きもの、それがなんと！千葉県最重要保護生物のコケオニグモだったのです。普段なじみ

のないこのクモ、巣を張ったりするのはもっぱら夜で、日中はこのように樹皮やじめっとした

場所に張り付いています。近づいてよーく見ると、なるほど目がある足がある。でもこれは 

気付きませんね。見事なコケの擬態です。どうして生息数が減ってしまったのか、不明な部

分が多いそうですが、こうした生きもが好んで棲む生息域が、開発などで激減してしまったこ

とは、想像がつきます。大切に保護したい生きものが天神谷津にまたひとつ！ 

 

 

１月 28日（土） 第 16回通常総会が開催されました。 

お陰様を持ちまして予定していた第一号議案から第三号 

議案まで無事可決。今年も新たな気持ちで活動に邁進  

いたします。よろしくお願いします。 

第 16回 通常総会開催  

今年稲作の時期がやってきました。4月 22日（土）は 

隅田川マルシェさんと代掻きを実施。毎年のことなが

ら、この日は大騒ぎ。カエルを追っかけたり、走り回った

り。代掻きだか遊んでいるだけなのか・・。でも終わって

みればいい田んぼに。結果オーライですね。 

2023 年５月～８月事業計画表        
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１月 7日(土) 子どもプラザ成田さん主催で天神谷津

のイベント広場にて開催。つきたてのお餅はやっぱり

おいしい。来年もぜひご一緒 

したいです！ 

大和のフクジュソウ発生調査 

個体数はますます増加中。 

毎年行われている大和のフクジュソウ発生調査 4日間に 

渡る調査の結果、合計 3959株。平成 21年が 635株だった

ので約 6.2倍に。活動が着実に実を結びつつあります。 

年の初めは‐お餅つき‐今も昔の風物詩 

  

皆さん元気に「はい、ポーズ！！」 息もピッタリですね。  
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【連絡先】NPO法人 NPO富里のホタル 理事長 草野孝江 ☎ 090-3499-9161 

事務局メールアドレス okamoton@themis.ocn.ne.jp 
 

 

NPO富里のホタルは、谷津田などでホタル

の発生を指標とした自然保護活動を行って

います。  

 

会員募集 
活動に関心のある方は、お気軽にお

問い合わせ下さい。（年会費：2000円） 

 
 

 
現在の会員数： ０ １ ８ ９ 

昼と夜、虫との出会い・わくわく自然体験  
～春真っ盛りの谷津は見どころいっぱいのワクワクランド～ 

４月２９日(土) 春快晴のこの日、８０名近い親子連れの皆さんが集まりました。子どもたちは手に手に虫網、虫

かごをもって大集結。この日のイベントは採集した生きものの種類と珍しさを点数化し、各チームで競うというも

の。全部で２２チーム、やっぱり順位を争うとなると、みんな真剣そのもの。谷津狭しと歩き回り、走り回る。親御

さんも子どもたちにつられ、いや、親御さんが率先して、虫網を振り回してました。中には田んぼに足を突っ込み

抜け出すことができなくなった人も。春の１日を堪能いただけたと思います。またお会いしましょう！ 

 

 

 

 

 
                               

収穫を競う子どもたち。誇らしそうですね。  講師の松島さん、平野さん、ご協力ありがとうございました。   
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